
1

　２０２２年１２月１５日　　　　　　　　　　　　　　　

平和 ･人権 ･環境　

ユニオンネット平和センター（略称：ユニオン平和）
〒 101-0048　東京都千代田区神田司町 2-15-9 武蔵野ビル 2F労働相談室気付
　　　　　TEL 070-6576-2071　　　　　FAX 03-5577-7263

発行責任者　齋藤隆靖　　　編集責任者　滝沢寿隆

　政府は１２月１６日、「国家安全保障戦略」「防衛大綱の見直し」「中期防衛力整備計画」の安保

関三文書の改定を閣議決定した。歴代政権が戦後一貫して否定してきた敵基地攻撃能力（反撃能力）

の保有や、防衛関連の予算を２０２７年度に対国内総生産（ＧＤＰ）比２％へ倍増させることを明

記。併せて自民・公明両党は財源の一部にあてる所得税などの増税方針を決めた。

　岸田首相は記者会見で、ミサイル技術を急速に進化させる中国や北朝鮮を念頭に「現在の自衛隊

の能力ではこの国を守り抜くのに十分ではない。抑止力になる反撃能力は不可欠になる」と強調。「憲

法などの範囲内であることは言うまでもない。専守防衛は堅持していく」とも述べた。

　国家安保戦略は、１３年策定以来の改定。着弾する前に迎撃する前に迎撃するミサイル防衛（Ｍ

Ｄ）システムだけでは「完全に対応することはむずかしくなりつつある」現状認識を示した。防衛

計画の大綱を改称した「国家防衛戦略」などでは、敵基地攻撃について、他国を武力で守る集団的

自衛権としての行使も可能だとする見解を示した。中期防衛力整備計画の対象期間を延ばした「防

衛力整備計画」には、アメリカ製の長射程ミサイル「トマホーク」など敵基地攻撃用に購入する兵

器を列挙。２３～２７年度の防衛費の総額を４３兆円程度とした。防衛費に科学技術予算など防衛

力強化を補完する経費も加え、２７年度にＧＤＰの２％相当の約１１兆円まで引き上げる方向だ。

　防衛費増額分の財源を巡り、自民党がまとめた２３年度税制改正大綱は、法人税と所得税、たば

こ税の税率を２４年度以降、段階的に引上げ、２７年度には年１兆円強を盛り込んだ。法人税は４

～４・５％の新たな付加税を課す。所得税は税率を１％上乗せし、代わりに復興財源にあてる復興

所得税率を１％引き上げた上で課税期間を延長。たばこ税は１本当たり３円の増税となる。実施期

間は今後検討する。「国民」の負担増は確実だ。庶民の生活と暮らしは疲弊するばかりだ。資本家、

国会議員、特権官僚、富裕層のみが得をしている社会のあり方を根本的に変えなければならない

　私たちは、憲法否定、専守防衛の形骸化に反対！防衛増税反対！安保政策の大転換反対！安保３

文書を撤回せよ。軍事大国化阻止に向け、多くの皆さんと共に反戦平和の旗を立て闘う事に明らか

にします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：芝崎眞吾
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　「軍事費増やして生活壊すな！改憲反対！

カルト癒着の政治をただせ」をスローガンに

「11・30in 日比谷野音」が開かれた。

　よびかけは、戦争させない・９条壊すな！

総がかり行

動実行委員

会。集会は、

立憲野党の

国会議員、
市民から「憲法守れ、軍事費増強反対、イン

フレ止める政治を」と訴えた。集会後は国会

請願デモ行進に、1500 名が参加した。
　司会の菱山南

帆子さんから

「皆さん、岸田
政権の無謀な戦争への道を打ち破り、元気に

集会とデモ行進、国会請願をやり切りましょ

う」と訴えで始まった。

　主催者挨拶は勝島一博さんから「国会で憲

法審査会が開かれ改憲の実績づくりを進めて

いる。緊急事態条項創設を実行をしようとす

る許さない。緊急事態条項は憲法を停止させ、

非民主主義行為だ。絶対反対、自公政権の蛮

行を阻止しましょう。」決意が述べられ、立憲、

共産、れいわ、社民、沖縄の風の国会議員か

ら、特別報告が有田芳生さん ( ジャーナリス

ト ) から

行われ、

運動団体

からの挨

拶がされ
た。デモ行進は日比谷公園から、国会に向け

て梯団ごとにスタートした。請願では、両院

で立憲野党議員が迎え入れ、各党議員から決

意の発言を受けた。団結ガンバローで平和と

安心生活の実現を誓った。

【反戦平和リレートーク】

　真珠湾攻撃は 1941 年 12 月 8 日の未明、

旧日本海軍が、アメリカの太平洋艦隊と海軍

基地に対して攻撃をした。いわゆる真珠湾攻

撃である。日中戦争を戦っていた日本は、米

英などの連合国と全面戦争に突入した。戦闘

結果は、不意打ち攻撃でアメリカ太平洋艦隊

の戦闘能力を一時的に喪失させた。南方作戦

を援護する作戦目的を達成、大勝利だと日本

各地で提灯行列が行われた。ところが「敵基

地奇襲攻撃」をしたことで 45 年 8月 15 日

の敗戦まで、3年 8ヶ月を泥沼の戦争に突入
した。まさに「敵基地攻撃能

力」の成れの果てだ。「敵基

地攻撃能力」などやってはい

けない。

　平和の訴えリレートーク

は、桑原さんを司会に「今日は真珠湾から

80 年、あの悪夢を繰り返さない。平和憲法

の下で平和を守り続けるため、反戦平和リ

レートークを始めます」と開始された。トー

クは、宮川敏一さん、本池なみえさん、小柳

敏朗さん、鳰川静さん、中村たくみさん、善

明建一さん、村上克子さんと続き、敵基地攻

撃能力など反対、攻撃したら、それは戦争に

なる。平和外交、文化外交。民間外交こそ最

大の戦争をさせないことだ。日本は平和憲法

の下に戦後、一人の死者を出していない。皆

さんと平和を訴えて行く。と街頭での訴えを

行った。こうした街頭での取り組みを全国各

地で行っていこう。

日比谷野音

日比谷野音

日比谷野音

反戦平和リレートーク

鳰川さん
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　「安保関連３文書」、閣議で勝手に決める

な！ 12・16 官邸前緊急行動が、首相官邸前

で行われた。呼びかけは、憲法9条を壊すな！

実行委員会など。8時になると首相官邸前に
は、続々と「軍

拡反対」を叫

ぶ労働者、市

民が集まって

くる。参議院

選で公約に出さなかった軍事費増強に「自民

党劇場」が始まり、安倍派議員を中心に、「正

義の使者」に扮して岸田攻撃！しかし、これ

らは、茶番で「自民党税制調査会の全体会合

　敵基地攻撃能力保有許すな！軍拡反対！軍

事費倍増反対！閣議で勝手に決めるな！と

12月 15日、衆議院会館前で開かれた。　

　安保関

連 3 文

書 の 閣

議 決 定

(12/16)
を前日に控え、軍事増強やめろ！福祉を切り

捨てるな！岸田政権の「先軍政治」にNo！

18 時になると労働者、市民が国会議員会館

周辺に続々と結集した。主催者挨拶は、菱山

南帆子さん(9条壊すな実行委員会)から、「も
う、本当に怒っています。明日、安保関連 3

文書を閣議決定するそうです。国会を通って

いないじゃ無いですか！国会素通りで何で決

めるのでしょうか？私たちの税金をむしりと

り、福祉を放り投げて軍備に注ぎ込むのはや

めてください。これはカルトの手口と同じで

す。攻撃されると吹聴して人々を不安にさせ

てお金をむしりとる。戦争したがる人は戦争

に行きません。戦争に行かされるのは若い人
です。声を出さな

い人です。立憲野

党と市民共闘で自

民党政治を終わら

せましょう。

　立憲野党から、

立憲民主党、沖縄

の風、社会民主

党、共産党の国会

議員が挨拶、他に

市民連合、日本山

妙法寺等から挨拶

がされた。参加者

は 800 人。

で法人税、所得税、たばこ税の

3つの税目を組み合わせる案を

了承し、宮沢会長に一任するこ

とを決めた」。何故、「敵基地攻

撃能力」「軍拡」するのかはス

ルー！「閣議決定ヤメロ！」が響き、官邸前

の抗議会場は労働者、市民で埋め尽くした。

　8時 30 分に開会、菱山南帆子さんの司会

で、「皆さんおはようございます。岸田首相

は、憲法違反の敵基地攻撃能力を含め、国民

の責任でと私たち庶民に増税と戦争の恐怖を

押し付けます。間もなく始まる閣議決定！官

邸に向かってコールを！」と訴えた。主催者

挨拶は、高田健さん、立憲野党からは、共産
党、社民党、日本山妙法寺か

ら挨拶がされた。

　9時を過ぎると閣議決定に

出席した閣僚の自動車が出

てくる。関連に「安保関連 3

文書」を決めてしまった。閣

僚の乗る自動車に「閣議決定

ヤメロ」「安保関連 3文書ヤ

メロ」のコールを続けた。

衆議院会館前

衆議院会館前

衆議院会館前

衆議院会館前

首相官邸前

日本山妙法寺

福島議員

菱山さん
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

　沖縄県の埋め立て承認撤回を取り消した国

交相裁決の妥当性が争われた裁判で、最高裁

は県の上告を棄却した。

　中身に踏み込まず、入り口論で県の訴えを

退けた。一審、二審とも、国交相裁決に可否

の判断を示さず、「裁判所の審理対象になら

ない」「県は原告となる資格はない」と、お

　JAL 争議の早期全面解決をめざす「12.8

総決起集会」が 12月 9日、文京区民センター

で会場埋める 350 名が結集した。

【JAL 争議の経緯】

　JAL 争議の闘いは終わっていない。不当解

雇撤回を闘っていた 2労組が争議を集結さ

せた。そんな最中、不当解雇撤回争議団は

32 名になった。納得できる解決を目指してよそ裁判を受ける権利さえ排除するような内

実となっている。沖縄県の自治体としての権

限をも否定した度しがたい内容である。ひい

ては、沖縄の民意を踏みにじる酷い判決だ。

この棄却判決は政府の辺野古政策にお墨付き

を与え、そして司法を通して辺野古 GOのサ

インをマジョリティに行き渡らせる犬笛の役

割をも担っている。日本の司法は、三権分立

という建前すらかなぐり捨て、を担ぎ、辺野

古推進の役目を積極的に担っているのが実態

だろう。８日の不当判決を許さず、最高裁に

抗議し、徹底的に弾劾しよう。

　　　　沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック　

闘いは継続している。会社が、雇用によらな

い「業務委託」を解決策として提案してき

たことに怒りを覚える。被解雇者労働組合

（JHU）は、3労組の統一要求に基づく「希

望者全員の職場復帰」と「損害を補償する解

決金」を求めている。JHU は、乗員組合を

脱退し争議継続を決意した乗員争議団の仲間

とともに、全面解決に向け闘う。

　会社の労働組合潰し、空の安全を守る労働

者の解雇を絶対に許さない。職場を失い、生

活を破壊して労働者だけが犠牲になることに

断固抗議する。納得できる解決をめざす！

最高裁判決に抗議する緊急集会
不当解雇撤回争議団

文京区民センター


